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『後
水
尾
院
和
漢
千
句
』
に
お
け
る
固
有
名
詞
の
特
徴
に
つ
い
て

―
―
和
漢
聯
句
と
和
漢
俳
諧
と
の
比
較
―
―

山

田

理

恵

は
じ
め
に

寛
永
十
三

（
一
六
三
六
）
年
五
月
十
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
三
日
間
、

後
水
尾
院
は
、
仙
洞
に
お
い
て
和
漢
聯
句
の
千
句
を
興
行
し
た
。
こ
の
千
句

は
、
現
在

『
寛
永
十
二
年
八
月
十
五
日
於
仙
洞
御
会
漢
和
聯
句
』
「
国
書
総

目
録
』
の
記
載
に
よ
る
。
以
下
、
『
後
水
尾
院
和
漢
千
句
』
あ
る
い
は

「
本

千
句
」
の
呼
称
で
示
す
）
と
し
て
伝
わ

っ
て
い
る
。

『
後
水
尾
院
和
漢
千
句
』
興
行
の
意
義
に
つ
い
て
は
、
田
中
隆
裕
氏
に
よ

り
、
正
親
町
、
後
陽
成
、
後
水
尾
の
三
代
に
わ
た
る
帝
に
よ

っ
て
興
行
さ
れ

た
和
漢
千
句
で
あ
る
こ
と
、
儲
君

（後
の
後
光
明
帝
）
の
四
歳
の
祝
言
を
込

（
１
）

め
る
こ
と
の
二
点
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
後
水
尾
院
が
通
常
の
和
漢

聯
句
の
御
会
と
は
別
に
、
和
漢
千
句
興
行
の
た
め
の
訓
練
を
前
年
の
寛
永
十

二
年
九
月
か
ら
始
め
て
い
る
こ
と
を
、
千
句
の
連
衆
の
一
人
で
あ
る
鳳
林
承

（
２
）

章
の
日
録

『
隔
真
記
』
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

田
中
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
禁
裏

・
仙
洞
で
の
和
漢
聯
句
千
句
の
興

行
は
、
二
代
前
の
正
親
町
帝
に
よ
る
天
正
十
九

（
一
五
九

一
）
年
四
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
三
日
に
か
け
て
の
千
句
興
行

（『
連
歌
合
集
』
二
十
七
）
、
前

代
の
後
陽
成
帝
に
よ
る
文
禄
二

（
一
五
九
二
）
年
四
月
二
十
日
か
ら
二
十
二

日
に
か
け
て
の
千
句

（曼
珠
院
蔵
）
と
慶
長
九

（
一
六
〇
四
）
年
九
月
二
日

か
ら
五
日
に
か
け
て
の
千
句

（京
都
大
学
付
属
図
書
館
谷
村
文
庫
蔵
）
の
三

回
の
興
行
に
続
く
も
の
で
あ
り
、
加
え
て
、
表
八
句
の
み
の
追
加
を
除
き
、

一
日
三
百
乃
至
四
百
韻
を
巻
き
、
和
句
に
も
押
韻
を
課
す
漢
和
は

一
日

一
百

韻
に
と
ど
め
る
な
ど
、
そ
の
興
行
の
形
態
も
正
親
町
、
後
陽
成
両
天
皇
の
和

漢
千
句
に
倣

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
寛
永
十
二
年
九
月
の
臣
下
を
交

え
た
和
漢
千
句
の
訓
練
を
始
め
る
二
ヶ
月
前
の
七
月
に
院
自
身
が

『
御
独
吟

和
漢
聯
句
百
韻
』
（発
句

「荻
の
葉
に
山
口
じ
る
し
秋
の
こ
ゑ
」
京
都
大
学

附
属
図
書
館
蔵
平
松
家
本
他
）
を
巻
い
て
い
る
こ
と
も
、
本
千
句
成
立
の
準

備
の

一
つ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に

『
後
水
尾
院
和
漢
千
句
』
は
、
後
水
尾
院
の
和
漢
聯
句

へ
の

興
味
と
自
信
を
深
め
た
結
果
ゆ
え
に
成
立
し
た
和
漢
千
句
で
あ
り
、
そ
の
興



行
の
意
義
や
入
念
に
準
備
さ
れ
た
千
句
で
あ
る
こ
と
は
田
中
氏
が
指
摘
し
て

い
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
後
水
尾
院
の
立
場
か
ら
見
た
和

漢
千
句
興
行
の
意
義
に
つ
い
て
の
考
察
が
あ
る

一
方
、
千
句
の
内
容
に
つ
い

て
の
詳
細
な
研
究
は
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
『
後
水
尾
院

和
漢
千
句
』
を
、
後
水
尾
院
を
中
心
と
し
た
堂
上
連
歌
壇
の
粋
を
集
め
た
作

品
と
し
て
、
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

一
、
和
漢
聯
句
と
典
拠
漢
籍

和
漢
聯
句
は
、
漢
句
と
和
句
を
連
ね
る
文
芸
で
あ
る
。
同
じ
く
漢
句
と
和

句
を
用
い
る
文
芸
に
和
漢
俳
諸
が
存
す
る
が
、
両
者
の
大
き
く
異
な
る
点
は
、

和
漢
聯
句
で
は
、
漢
句
に
漢
籍
を
典
拠
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ

る
点
に
あ
る
。　
一
方
の
和
句
に
は

「付
合
の
方
法
に
お
け
る
発
想
の
方
法
が
、

伝
統
的
連
歌
よ
り
も
禅
林
聯
句
や
そ
の
関
連
文
芸
に
近
く
な
る
こ
と
が
あ

っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
そ
れ
で
い
て
和
句

一
句
と
し
て
の
表
現
に
お
い

て
は
、
連
歌
的
世
界
を
踏
み
越
え
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」
と
深
沢
真
二

氏
が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、
連
歌
の
伝
統
を
受
け
継
い
だ
詠
ま
れ
方
を
す
る

も
の
で
あ

っ
た
。
和
漢
聯
句
の
特
徴
は
、
漢
句
の
内
包
す
る
漢
的
世
界
に
発

揮
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
た
め
、
本
稿
で
は
和
漢
聯
句
の
和
句
に
関
す
る
考

察
を
最
小
限
に
留
め
、
漢
句
の
典
拠
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、

そ
の
特
徴
を
更
に
明
瞭
に
す
る
た
め
に
和
漢
俳
諸
の
漢
句
に
詠
み
込
ま
れ
て

い
る
素
材
と
の
比
較
を
試
み
た
い
。

和
漢
聯
句
と
和
漢
俳
諧
と
の
比
較
に
関
し
て
は
、
深
沢
員
二
氏
に
よ
り
、

押
韻
に
用
い
ら
れ
る
韻
字
に
よ
る
和
漢
聯
句
と
和
漢
俳
諧
の
比
較
が
韻
書
を

手
が
か
り
と
し
て
な
さ
れ
て
お
り
、
後
者
の
和
句
と
漢
句
と
の
違
い
に
つ
い

て
も
考
察
が
あ
る
が
、
漢
句
の
内
容
、
詠
ま
れ
た
漢
籍
典
拠
な
ど
に
つ
い
て

は
検
討
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

『
後
水
尾
院
和
漢
千
句
』
の
漢
句
作
者
七
人
の
う
ち
、
断
叔
顕
陣
、
鳳
林

承
章
、
九
岩
中
達
、
俊
甫
光
勝
、
雪
苓
梵
杢
の
五
人
は
博
覧
強
記
を
競
う
五

山
僧
で
あ
り
、
土
御
門
泰
重
は
、
公
家

（陰
陽
家
）
で
あ
る
。
泰
重
に
つ
い

て
は
、
田
中
氏
に
よ

っ
て

泰
重
は
後
陽
成
が
元
和
元
年
に
度
々
興
行
し
た
点
取
四
吟
聯
句
の
連
衆

で
、
漢
句
を
得
意
と
し
た
可
成
の
自
信
家
で
も
あ
る
。
後
水
尾
も
彼
と

点
取
両
吟
漢
和
等
を
元
和
四
～
六
年
に
数
回
試
み
、
（中
略
）
彼
は
勉

学
の
御
相
手
な
の
で
あ
ろ
う
。

と
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
後
水
尾
院
が
漢
詩
文
等
に
遊
ぶ
時
の
兄
的
存
在
と

一言
っ
て
よ
い
。
共
に
勉
学
を
重
ね
て
き
た
仲
間
で
あ
り
、
漢
籍
に
精
通
し
た

泰
重
の
和
漢
千
句

へ
の
参
加
は
、
後
水
尾
院
に
と

っ
て
心
強
い
も
の
で
あ

っ

た
と
思
わ
れ
る
。　
一
方
、
和
句
の
連
衆
で
あ
る
近
衛
信
尋
、
阿
野
賓
顕
、
滋

野
井
季
吉
、
勧
修
寺
経
広
、
園
基
音
、
高
倉
嗣
良
、
岩
倉
具
起
の
七
人
は
、

後
水
尾
院
や
泰
重
、
五
山
僧
ほ
ど
に
は
漢
籍
に
精
通
し
て
い
な
か

っ
た
と
思

わ
れ
る
が
、
先
行
す
る
漢
句
の
意
味
を
理
解
し
、
咀
疇
し
て
和
句
を
付
け
て

い
く
必
要
が
あ

っ
た
。
漢
句
の
内
容

・
用
い
ら
れ
た
典
拠
漢
籍
を
理
解
す
る

た
め
に
は
、
詠
み
込
ま
れ
た
固
有
名
詞
が
そ
の
き

っ
か
け
の

一
つ
と
な

っ
た

と
考
え
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず

『
後
水
尾
院
和
漢
千
句
』
に
詠
み
込
ま
れ
た
固
有
名
詞
に

着
目
し
、
整
理
し
て
そ
の
特
徴
を
示
す
。
そ
し
て
そ
の
特
徴
に
つ
い
て
検
討



す
る
た
め
に
、
漢
句
と
和
句
に
用
い
ら
れ
る
固
有
名
詞
を
比
較
し
て
、
両
者

の
違
い
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
こ
う
し
た
作
業
に
よ
っ
て
、
和
漢
聯
句
の
持

つ
、
文
芸
的
特
徴
が
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

次
い
で
、
和
漢
聯
句
と
和
漢
俳
諧
の
素
材
の
比
較
と
し
て
、
そ
こ
に
用
い

ら
れ
る
固
有
名
詞
の
特
徴
と
、
和
漢
俳
諧
に
用
い
ら
れ
る
そ
れ
と
の
比
較
を

試
み
、
和
漢
聯
句
の
具
体
的
特
徴
に
つ
い
て
更
な
る
考
察
を
加
え
た
い
。

一
一、
「後
水
尾
院
和
漢
千
句
』
の
漢
旬
に
詠
ま
れ
た
固
有
名
詞
の
根
拠

『後
水
尾
院
和
漢
千
句
』
に
詠
み
込
ま
れ
た
固
有
名
詞
を
漢
句

・
和
句
別

に

一
覧
表
に
す
る
と
、
稿
末
の

【表

一
】
の
よ
う
に
な
る
。

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
和
句
と
漢
句
で
は
詠
み
込
ま
れ
る
固
有
名

詞
に
顕
著
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。
人
名
と
地
名
に
注
目
し
て
い
く
つ
か
取
り

上
げ
て
み
た
い
。

漢
句
に
人
名

（太
真
夫
人
）
と
地
名

（馬
鬼
披
）
を
詠
み
込
ん
だ
例
と
し

て
、
８
ヽ
句
が
あ
る
。

ｏ
田

そ
ね
み
お
ふ
う
き
身
の
す
く
せ
な
げ
か
れ
て
　
　
一剛
関
白

ｏ雷
棄
土
馬
鬼
真

（棄
て
ゝ
土
　
馬
鬼
の
真
）
　
　
　
梵
金

ｏ鍵
句
は
、
自
居
易

「長
恨
歌
」
「
古
文
真
宝
前
集
』
巻
八
）
の

「馬
鬼
披

下
泥
土
中
、
不
見
玉
顔
空
死
処
」
（馬
鬼
披
下
　
泥
土
の
中
、
玉
顔
を
見
ず

空
し
く
死
せ
し
処
）
と
、
「棲
閣
玲
朧
五
雲
起
、
其
中
綽
約
多
仙
子
。
中
有

一
人
字
太
真
、
雪
膚
花
貌
参
差
是
」
（棲
閣
　
玲
朧
と
し
て
　
五
雲
起
ち
、

其
の
中
　
綽
約
と
し
て
　
仙
子
多
し
。
中
に

一
人
有
り
　
字
は
太
真
、
雪
膚

花
貌
　
参
差
と
し
て
是
な
り
）
を
典
拠
と
す
る
句
で
あ
る
。
「真
」
と
い
う

人
名
と

「
馬
鬼
」
と
い
う
地
名
を
詠
み
込
み
、
前
の
和
句
の
漠
然
と
し
た
恋

を
玄
宗
皇
帝
と
楊
貴
妃
の
恋
に
転
じ
て
い
る
。
二
句
の
意
味
は
、
「人
々
に

嫉
妬
さ
れ
る
と
い
う
運
命
を
な
げ
く
こ
の
憂
身
で
あ
る
こ
と
よ
と
、
太
真
夫

人
は
、
馬
鬼
岐
で
棄
て
ら
れ
土
と
な

っ
た
」
と
な
る
。

こ
の
例
の
よ
う
に
、
漢
句
で
固
有
名
詞
を
用
い
る
こ
と
で
、
前
後
の
和
句

の
世
界
を
具
体
化
し
、
限
定
す
る
と
い
う
趣
向
が
、
和
漢
聯
句
の
特
徴
の

一

つ
で
あ
り
面
白
さ
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

同
じ
様
に
、
漢
句
に
人
名

（菅
原
道
真
）
と
地
名

（径
山
）
を
詠
み
込
ん

だ
例
に
８
∞
句
が
あ
る
。

ｏ
に

手
折
て
か

へ
る
梅
の

一
枝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一局
倉
三
位

ｏ
〓

温
間
菅
参
径

（温
問
　
菅
　
径
に
参
す
）
　
　
　
九
岩

ｏ
〓

句
は
、
中
世
に
流
布
し
た
渡
唐
天
神
説
話
を
ふ
ま
え
た
句
で
あ
り
、
具

体
的
な
典
拠
は

『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
の

「某
夢
。
天
神
袖
挿
梅
花
。
肘
懸

小
袋
日
。
我
参
無
準
受
衣
云
々
」
（某
夢
む
。
天
神
　
袖
に
梅
花
を
挿
し
、

肘
に
小
袋
を
懸
け
て
曰
く
、
我
　
無
準
に
参
じ
衣
を
受
く
云
々
、
と
）
が
あ

て
は
ま
る
か
。
二
句
の
意
味
は
、
「渡
唐
天
神

（菅
原
道
真
）
は
、
渡
宋
し

て
径
山
の
無
準
師
範
に
参
禅
し
て
教
え
を
請

い
、　
一
枝
の
梅
を
手
折

っ
て

帰

っ
た
」
と
な
る
。

上
記
の
よ
う
な
、
人
名
と
地
名
を
同
時
に
詠
み
込
み
、
極
め
て
限
定
し
た

世
界
を
形
作
る
例
は
、
千
句
全
体
で
も
さ
す
が
に
こ
の
二
例
の
み
で
あ
る
が
、

〈
８
）

漢
字

一
文
字
で
人
名
を
詠
み
込
む
例
は
多
く
見
ら
れ
る
。

ｏ
％

氷
と
く
る
波
に
た
か
べ
や
う
か
ぶ
ら
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
一局
倉

ｏ
譴

縦
如
苑
摯
身

（如
こ
と
を
縦
に
し
て
　
苑
　
身
を
禦
く
）
　

九
岩



ｏ田
句
は
、
『蒙
求
』
に
見
ら
れ
る

「滝
盆
乏
湖
」
の
故
事

（『史
記
』
越
世

家
、
同

・
貨
殖
列
伝
、
『漢
書
』
施
墨
伝
等
）
の

「
…
乃
装
其
軽
宝
珠
玉
、

興
其
私
徒
属
乗
舟
浮
海
以
行
、
終
不
反
」
（乃
ち
其
の
軽
宝
珠
玉
を
装
ひ
、

其
の
私
の
徒
属
と
舟
に
乗
り
海
に
浮
び
て
以
て
行
き
、
終
に
反
ら
ず
）
を
典

拠
と
し
て
お
り
、
池
墨
を

「苑
」
の
漢
字

一
文
字
で
詠
み
込
む
。
二
句
の
意

味
は
、
「氷
の
解
け
た

（春
に
な
っ
た
五
湖
の
）
波
に
は
小
ガ
モ
が
浮
ん
で

い
る
、
そ
こ
へ
苑
露
は

（越
王
の
許
か
ら
）
身
を
引
い
て
船
出
し
た
」
と
な

２つ
。漢

句
に
詠
ま
れ
る
固
有
名
詞
の
多
く
は
人
名
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
、

漢
字

一
文
字

で
、
周
知
の
孔
子

。
荘
子
や
、
『史
記
』
。
『
漢
書
』
な
ど
の
史

書
や
童
蒙
書

で
あ
る

『
蒙
求
』
に
よ

っ
て
知
ら
れ
る
人
物

（滝
墨
な
ど
）
、

詩
人
で
は
、
そ
の
人
と
な
り
が
詩
と
と
も
に
よ
く
知
ら
れ
、
愛
好
さ
れ
た
人

物

（陶
淵
明
、
杜
甫
な
ど
）
、
ま
た
詩
話
に
よ

っ
て
詩
人
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

知
ら
れ
て
い
た
人
物

（賣
島
な
ど
）
を
読
み
込
む
こ
と
は
、
文
字
数
の
制
限

さ
れ
た
漢
句
の
中
で
、
漢
籍
の
世
界
を
具
現
化
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、

漢
故
事
の
中
の
人
物
が
利
用
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

漢
句
と
は
対
照
的
に
、
和
句

で
は
人
名
を
詠
み
込
ん
だ
例
は
千
句
中

に

Φ
鶴

句

（飛
鳥
井
君
）
の

一
例
の
み
で
あ
る
。

ｏ
８

か
は
る
渕
瀬
は
た
ゞ
涙
川
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一局
倉

Φ
貧

飛
鳥
井
の
ち
ぎ
り
は
か
な
く
た
え
は
て
ゝ
　
　
　
一則
関
白

Φ
ミ

句
は
、
Ｘ
ｏ
句
の
涙
川
か
ら
の
連
想
で
導
き
出
さ
れ
た

『狭
衣
物
語
』

の
登
場
人
物
、
飛
鳥
井
君
を
詠
ん
だ
恋

の
句

で
あ
る
。
二
句

の
意
味
は
、

「
移
り
や
す
い
こ
と
で
あ
る
、
淵
や
瀬
は
私
の
涙
で
涙
川
と
な

っ
て
し
ま

っ

た
、
（狭
衣
の
）
飛
鳥
井
君
の
契
が
、
は
か
な
く
も
絶
え
果
て
て
し
ま

っ
た

悲
し
み
に
よ

っ
て
」
と
な
る
。

和
句
に
詠
み
込
ま
れ
る
固
有
名
詞
は
、
右
の

「
飛
鳥
井
君
」
、
認
∞
句
の

「
北
野
天
神
」
（神
名
）
を
除
く
と
、
地
名
に
限
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
和
歌

・

連
歌
に
お
け
る
歌
枕
の
伝
統
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
、　
一
方
の

漢
句
が
、
「
馬
鬼
城
」
と

「
径
山
」
の
よ
う
に
、
人
名
の
補
足
と
し
て
地
名

が
詠
ま
れ
る
こ
と
は
あ

っ
て
も
、
地
名
の
み
が

一
句
に
詠
み
込
ま
れ
る
こ
と

は
な
い
と
い
う
特
徴
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

本
千
句
で
は
、
和
句
は
連
歌
の
枠
を
出
ず
に
本
朝
の
素
材
を
詠
み
、
漢
句

で
は
漢
籍
か
ら
取
材
し
た
素
材
を
詠
み
込
む
と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
承
継
す

る
文
芸
の
伝
統
を
逸
脱
し
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
が
決
め
ら
れ
て
い
る
中
で
句

を
連
ね
て
い
る
の
で
あ
る
。

三
、
和
漢
聯
句
と
和
漢
俳
諧
の
典
拠

和
漢
聯
句
と
同
じ
く
和
句
と
漢
句
を
連
ね
る
と
い
う
形
式
を
も

つ
和
漢
俳

諧
と
い
う
文
芸
が
あ
る
。
連
歌
と
俳
諧
の
違
い
に
つ
い
て

「
和
歌
優
美
に
対

す
る
卑
俗
滑
稽
、
正
統
に
対
す
る
異
端

。
新
奇
な
も
の
と
し
て
、
俳
諧
は
大

き
く
連
歌
か
ら
は
み
出
し
た
の
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
和
漢
聯
句

に
対
す
る
和
漢
俳
諧
も
、
形
式
は
同
じ
な
が
ら
後
者
は
前
者
か
ら
は
逸
脱
し

た
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
よ
い
。

前
節
ま
で
和
漢
聯
句
に
お
い
て
固
有
名
詞
を
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
和
漢

俳
諧
の
固
有
名
詞
に
つ
い
て
も
同
様
に
、
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
傾
向
が

あ
る
の
か
を
考
察
す
る
。



比
較
対
照
と
し
て
扱
う
の
は
、
北
村
季
吟
編

『誹
諧
両
吟
集
』
（寛
文
四

（
２
）

年
刊
、
天
理
図
書
館
綿
屋
文
庫
蔵
）
下
巻
所
収
の
和
漢
漢
和
両
吟
百
韻
各
二

巻

（追
加
の
和
漢
二
句
を
含
む
）
漢
和
歌
仙
両
吟

一
巻
の
計
四
三
八
韻
で
あ

る
。
『
後
水
尾
院
和
漢
千
句
』
の
興
行
と
ほ
ぼ
同
時
期
、
松
永
貞
徳
率
い
る

貞
門
俳
諧
に
お
い
て
和
漢
俳
諧
が
盛
行
し
、
季
吟

・
立
圃
ら
が
特
に
和
漢
俳

譜
を
好
ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は
尾
形
傍
、
深
沢
員
二
両
氏
の
論
考
に
詳
し
い
。

貞
門
の
俳
人
た
ち
と
和
漢
俳
諧
を
巻
い
た
漢
句
作
者
の
多
く
は
五
山
僧
で

あ
り
、
『
後
水
尾
院
和
漢
千
句
』
の
連
衆

で
あ
る
鳳
林
承
章
は
、
野
々
日
立

圃
と
両
吟
漢
和
俳
諧
百
韻
を
巻
い
て
お
り
、
そ
の
百
韻
は
寛
文
十
二
年
刊
の

『
俳
諧
塵
塚
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
和
漢
聯
句
と
和
漢
俳
諧
の
漢
句
は
共

に
五
山
僧
に
よ

っ
て
作
ら
れ
て
い
る
。

『
俳
諧
両
吟
集
』
と
、
『
後
水
尾
院
和
漢
千
句
』
と
の
比
較
が
容
易
に
な
る

よ
う
整
理
し
た
も
の
が
、
稿
末
の

【
表
二
】
で
あ
る
。

こ
の
表
で
明
ら
か
な
よ
う
に
、
和
漢
俳
諧
に
用
い
ら
れ
る
固
有
名
詞
は
、

漢
句

。
和
句
に
大
差
は
な
く
、
主
と
し
て
両
句
共
に
本
朝
の
素
材
が
詠
み
込

ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
る
。
和
漢
聯
句
で
は
、
概
ね
和
句
に
の

み
本
朝
の
地
名
が
詠
み
込
ま
れ
て
お
り
、
漢
句
に
わ
ず
か
に
唐
土
の
地
名
が

用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
と
は
対
照
的
に
、
和
漢
俳
諧
で
は
、
漢
句

・
和
句
の

い
ず
れ
に
も
唐
土
の
地
名
は
用
い
ら
れ
ず
、
本
朝
の
地
名
の
み
が
用
い
ら
れ

て
い
る
。
和
漢
俳
諧
は
、
漢
句

（五
言
）
と
い
う
唐
土
の
形
式
を
残
し
な
が

ら
も
、
素
材
の
上
で
は
、
紛
れ
も
な
い
本
朝
の
文
芸
と
し
て
成
立
し
て
い
た

こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

和
漢
聯
句
の
漢
句
で
多
く
唐
土
の
詩
人
が
詠
ま
れ
た
こ
と
と
は
対
照
的
に
、

和
漢
俳
諧
で
は
唐
土
の
詩
人
は
わ
ず
か

「
白
楽

（天
と

一
例
し
か
み
え
ず
、

し
か
も
そ
れ
は
季
吟

・
周
令
両
吟
和
漢
漢
和
四
百
韻
の
追
加
に
、

と
」

吟
じ
か
は
す
蝉
や
か
ら
う
た
和
歌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
季
吟

と
Ｎ
　
白
楽
汗
顔
行

（自
楽
　
顔
に
汗
し
て
行

（
に
げ
は
じ
）
る
）
周

令

と
あ
る
よ
う
に
、
「
外
で
は
蝉
が
鳴
い
て
い
る
、
我
々
は
漢
詩
と
和
歌
を
吟

じ
か
わ
し
た
と
こ
ろ
、
あ
の
唐
の
自
居
易
が
顔
に
汗
を
か
い
て
逃
げ
出
す
く

ら
い
よ
い
も
の
が
出
来
た
」
と
い
う
、
四
百
韻
成
就
の
衿
持
を
示
す
た
め
に
、

あ
え
て
白
楽
天
を
引
き
合
い
に
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
各
百
韻
を
巻
く
際
に

素
材
と
し
て
唐
土
を
意
識
し
て
用
い
た
と
は
言
い
難
い
。

ま
た
、
和
漢
聯
句
に
は
見
ら
れ
な
い
和
漢
俳
諧
の
漢
句
の
特
徴
と
し
て
、

漢
籍
で
は
な
く
本
朝
の
文
学
か
ら
取
材
し
た
人
名
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
次

に

「
発
句
を
も
」
の
巻

の
出
卜
句
と

曽
ｏ、

一
〓

句
の
例
を
あ
げ
る
。

田
∞
　
む
ざ
ん
や
な
の
が
れ
か
た
の
ゝ
鷹
の
鳥
　
　
　
　
季
吟

器

　ヽ
熊
谷
敦
盛
讐

（熊
谷
は
　
敦
盛
の
讐
）
　
　
　
　
周
令

Ｎ
曽

句
の
熊
谷

・
敦
盛
は

『
平
家
物
語
』
巻
九

「敦
盛
最
後
」
の
、
熊
谷
が

笛
の
名
手
で
あ
る
十
七
才
の
敦
盛
を
討
ち
取

っ
て
か
ら
出
家
の
志
を
固
め
た

話
を
詠
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
前
句
の

「
む
ざ
ん
や
な
」
か
ら
御
伽
草
子

「小

敦
盛
」
を
連
想
し
た
こ
と
に
よ
る
付
合
で
あ
ろ
う
。
二
句
の
意
味
は
、
「無

惨
で
あ
る
こ
と
よ
、
交
野
の
鷹
狩
り
か
ら
に
げ
て
き
た
鳥
は
。
そ
の
無
惨
な

鳥
の
よ
う
に
敦
盛
を
射
あ
た
熊
谷
は
、
か
た
き
で
あ
る
」
と
な
る
。

Ｓ
ｏ　
被
迂
鬼
海
蔦

（迂
さ
る
る
は
鬼
海
が
蔦
）
　

　

周
令



器
Ｈ　
俊
寛
ヒ
蓋
得
（俊
寛
ヒ

（
ゆ
る
す
）
こ
と
蓋

（な
ん
）
ぞ
得
ざ
ら

ん
）
　

　

々

い
程

句

の

「俊
寛
」
は
同
じ
く

『
平
家
物
語
』
巻
三

「赦
文
」
「
足
招
」
の

鬼
海

ヶ
島
に

一
人
置
き
去
り
に
さ
れ
た
俊
寛
僧
都
を
詠
み
込
ん
だ
も
の
で
あ

る
。
二
句
の
意
味
は
、
「鬼
海

ヶ
島
に
遷
さ
れ
た
こ
と
を
、
あ
の
俊
寛
は
ど

う
し
て
ゆ
る
す
こ
と
が
で
き
よ
う
か
」
と
な
る
。

ま
た
、
和
漢
聯
句
の
漢
句
で
は
童
蒙
書

『
蒙
求
』
に
も
見
ら
れ
る
、
史
書

か
ら
の
人
名
が
多
く
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
和
漢
俳
諧
で
は
次
の

「
発
句

を
も
」
の
巻
の
営
卜
、
器
ｏ
句
の
よ
う
に
、
本
朝
の
但
諺
を
漢
句
に
置
き
換

え
た
例
が
見
ら
れ
る
。

Ｓ
∞
　
下
戸
な
れ
ど
し
ゆ
に
ま
じ
わ
れ
ば
酔
は
す
ら
し
　
　
季
吟

Ｓ

　ヽ
勧
雀
囀
蒙
求

（勧
の
雀
は
蒙
求
を
囀
る
）
　
　
　
　
周
令

器
い
　
読
不
習
経
萬

（習
は
ぬ
経
を
読
む
萬

（
ハ
チ
と
　
　
同

Ｎ
露

句

で

『蒙
求
』
と
い
う
漢
籍
自
体
を
用
い
て
、
「
勧
学
院

の
雀
は

『
蒙

求
』
を
囀
る
」
と
い
う
本
朝
の
世
話

・
僅
諺
を
漢
句
に
そ
の
ま
ま
置
き
換
え

る
と
い
う
詠
み
方
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
Ｓ
∞
句
、
８
ヽ
句
の
二
句
の
意

味
は
、
「
下
戸
で
あ

っ
て
も
、
し
ゅ

（酒

・
朱
）
に
交
わ
れ
ば
酔

っ
て
し
ま

う
ら
し
い
、
勧
学
院

の
雀
は

『蒙
求
』
を
囀
る
」
と
な
る
。
Ｓ
∞
句
、
器
ヽ

句
は
、
和
句
か
ら
漢
句

へ
の
付
句
で
あ
り
な
が
ら
、
本
朝
の
但
諺
と
い
う
同

一
の
素
材
を
用
い
て
対
句
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
お
り
、
俳
諧
ゆ
え
の
遊
び
心

で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
Ｓ
ｕ
句
は
、
同
じ
く
本
朝
の
但
諺

「
寺
の
ほ
と
り
の
童
は
な
ら
は

ぬ
経
を
よ
む
」
を
も
じ

っ
て
漢
句
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
Ｓ
卜
、
Ｓ
ｏ
句
の

二
句
の
意
味
は
、
「
勧
学
院
の
雀
は

『
蒙
求
』
を
囀
り
、
習
わ
ぬ
経
を
読
む

の
は
、
門
前
の
小
僧
で
は
な
く
、
蜂
で
あ
る
」
と
な
る
。
「
ス
ズ
メ
バ
チ
」

を
念
頭
に
お
い
た
、
雀
か
ら
蜂

へ
の
連
想
に
よ
る
付
句
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
和
漢
聯
句
と
和
漢
俳
譜
の
固
有
名
詞
の
用
い
ら
れ
方
の
違
い

を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
和
漢
聯
句
の
漢
句
で
は
、
唐
土
の
人
名
、
漢
籍
名
、
人
名
の
補
足
と

し
て
唐
土
の
地
名
が
主
に
詠
ま
れ
る
。

二
、
和
漢
俳
諧
の
漢
句
で
は
、
本
朝
の
地
名
、
本
朝
の
人
名
、
仏
名
が
主

に
詠
ま
れ
る
。

三
、
和
漢
聯
句
の
和
句
で
は
、
本
朝
の
地
名
、
神
名
が
主
に
詠
ま
れ
る
。

四
、
和
漢
俳
諧
の
和
句
で
は
、
本
朝
の
地
名
、
本
朝
の
人
名
が
主
に
詠
ま

れ
る
。

和
漢
俳
諧
の
漢
句

（二
）
と
、
和
漢
聯
句
の
和
句

（三
）
の
特
徴
は
大
変

似
通

っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
和
漢
俳
諧
の
漢
句
で
は
、
本
朝
の
固
有
名

詞
を
用
い
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ
は
唐
土
の
固
有
名
詞
を
用
い
る

和
漢
聯
句
の
漢
句
か
ら
離
れ
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
和
漢
俳
諧
に
お
け
る
固
有
名
詞
以
外
の
素
材

和
漢
聯
句
と
和
漢
俳
諧
を
比
較
し
て
、
固
有
名
詞
以
外
の
本
朝
の
素
材
に

目
を
転
じ
て
み
た
い
。
和
漢
俳
諧
に
は
、
本
朝
の
素
材
を
、
和
句
の
み
で
な

く
漢
句
に
も
用
い
る
と
い
う
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

次
の

「洛
花
今
織
錦
」
巻
に
詠
ま
れ
た

え
∞
、
あ
ｏ
句
の
例
で
は
、

ミ
Φ
　
月
や
あ
ら
ぬ
春
と
は
か
は
る
後
の
彼
岸
　
　
　
季
吟



お
ｏ　
我
身

一
電
光

（我
が
身

一
つ
は
　
電
光
）
　

　

山
石

ヽ
８

句

の

「
月
や
あ
ら
ぬ
」
か
ら

『
伊
勢
物
語
』
（第
四
段

「
月
や
あ
ら
ぬ

春
や
む
か
し
の
春
な
ら
ぬ
　
わ
が
み
ひ
と

つ
は
も
と
の
身
に
し
て
し

を
連

想
し
、
お
ｏ
句

で

「我
が
身

一
つ
は
」
と
受
け
て
、
「
電
光

の
よ
う
に
拶
い

も
の
で
あ
る
」
と
元
南
禅
寺
僧
で
あ
る
山
石
に
ふ
さ
わ
し
く
、
『
金
剛
般
若

経
』
の
侶

「
一
切
有
為
法
、
如
二
夢
幻
泡
影
ヽ
如
レ
露
亦
如
峯
電
、
応
レ
作
二
如

是
観
置

に
見
ら
れ
る
よ
う
な
釈
教
的
無
常
感
を

一
句
の
う
ち
に
詠
み
込
ん

だ
も
の
で
あ
る
。
二
句
の
意
味
は
、
「
月
は
同
じ
で
あ

っ
て
も
、
春
の
彼
岸

と
秋
の
彼
岸
で
は
変

っ
て
し
ま

っ
た
が
、
私
自
身
は
そ
れ
以
上
に
電
光
の
よ

う
に
あ

っ
と
い
う
間
に
変
化
し
て
し
ま

っ
た
」
と
な
る
。

こ
の
よ
う
な
、
和
漢
俳
諧
に
見
ら
れ
る

（固
有
名
詞
を
含
む
）
本
朝
の
素

材
の
用
い
ら
れ
方
を
、
和
漢
聯
句
の
そ
れ
と
比
較
し
て
整
理
す
る
と
、
次
の

よ
う
に
な
る
。

一
、
和
漢
聯
句
の
漢
句
で
は
、
漢
籍
か
ら
取
材
し
た
典
拠
詩
文
を
詠
み
込

む
。

二
、
和
漢
俳
諧
の
漢
句
で
は
、
本
朝
の
素
材
を
詠
み
込
む
。

三
、
和
漢
聯
句
の
和
句
で
は
、
本
朝
の
素
材
を
詠
み
込
む
。

四
、
和
漢
俳
諧
の
和
句
で
は
、
（俳
諧
連
歌
と
同
じ
く
）
漢
語
が
詠
ま
れ

Ｚ
り
。

つ
ま
り
、
固
有
名
詞
の
み
な
ら
ず
、
本
朝
の
素
材
で
あ
る
、
和
歌
や
本
朝

の
文
学
、
裡
諺
を
も
じ
っ
て
漢
句
に
用
い
る
こ
と
は
、
和
漢
聯
句
に
は
決
し

て
見
ら
れ
な
い
和
漢
俳
諧
の
特
徴
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
和
漢
俳
諧
で
は
裡
諺
や
和
歌
な
ど
の
本
朝

の
文
学
の
素
材
を
漢
句
に
詠
み
込
む
こ
と
が

「
俳
諧
」
で
あ
る
と
意
識
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
、
固
有
名
詞
以
外
の
素
材
の
用
い
ら
れ
方
か
ら
も
伺
え
る
。

つ
ま
り
、
和
漢
俳
諧
は

「
和
」
と

「
漢
」
の
境
界
線
を
、
積
極
的
に
曖
昧
に

し
た
文
芸
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。　
一
方
の
和
漢
聯
句
の
、
漢
句
が
漢
籍
か
ら

取
材
し
た
詩
文
を
典
拠
と
し
て
用
い
、
和
句
が
本
朝
の
素
材
を
用
い
る
と
い

う
原
則
を
固
守
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
と
は
対
照
的
で
あ
る
。

和
漢
聯
句
は
、
「
和
」
と

「漢
」
の
境
界
線
を
侵
さ
な
い
こ
と
を
固
守
し

た
文
芸

で
あ
り
、
「
和
」
と

「漢
」
が
対
立
し
な
が
ら

一
つ
の
文
芸
と
し
て

成
立
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
和
漢
俳
諧
と
の
比
較
に
よ

っ
て
よ
り

一
層

明
ら
か
で
あ
る
。

ま
と
め

ま
ず
、
和
漢
聯
句
で
あ
る

『後
水
尾
院
和
漢
千
句
』
の
特
徴
の

一
点
目
と

し
て
、
人
名
、
書
名
は
漢
句
に
の
み
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
逆
に
和
句

で
は
、
地
名
以
外
の
固
有
名
詞
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が

あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
和
漢
聯
句
と
い
う
文
芸
の
持

つ
、
和
句
は
本
朝

の
連
歌
の
枠
を
は
み
出
さ
ず
、
漢
句
は
漢
籍
か
ら
取
材
し
た
素
材
を
用
い
る

と
い
う
、
そ
れ
ぞ
れ
が
対
立
し
な
が
ら

一
つ
の
文
芸
と
し
て
融
合
し
て
い
る

特
徴
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
二
点
目
の
特
徴
と
し
て
は
、
和
句
に
は
多

用
さ
れ
る
地
名
で
あ
る
が
、
漢
句
に
は
ご
く
少
数
し
か
詠
ま
れ
ず
、
人
名
の

補
足
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

漢
句
が

一
文
字
で
人
名

。
地
名
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
対
し
、
和
句

で
は
地
名

（歌
枕
）
の
持

つ

「土
地

の
実
景
の
概
念
化
、
古
歌
や
類
歌

に



よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
土
地
に
対
す
る
印
象
や
通
念
、
土
地
の
名
辞
の
形
か
ら

の
連
想
、
事
物
の
空
間
的
な
把
握

（涙
川
な
ど
）
な
ど
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
、

（
″
）

類
型
的
な
美
意
識
と
表
現
機
能
」
を
短
い
句
形
に
利
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と

に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

深
沢
員
二
氏
は

「寛
永
期
の
和
漢
俳
諧
」
に
お
い
て
、
韻
字
に
お
け
る
和

漢
聯
句
と
和
漢
俳
諧
の
比
較
を
さ
れ
て
お
り
、
和
漢
聯
句
の
和
句
と
漢
句
に

つ
い
て

「和
句
と
漢
句
は
互
い
に
、
相
手
方
の
伝
統
に
属
す
る
表
現
を
と
る

こ
と
が
稀
で
あ
る
。
（中
略
）
あ
ま
り
多
く
で
は
な
い
が
、
寛
永
期
の
普
通

の
漢
和
聯
句
の
ほ
か
の
百
韻
に
つ
い
て
調
べ
て
み
て
も
、
概
し
て
こ
の
よ
う

な
和
と
漢
の
伝
統
的
表
現
の
対
立
が
見
ら
れ
た
」
と
述
べ
る
。
本
論
文
に
お

け
る
和
漢
聯
句
に
よ
ま
れ
る
素
材

（固
有
名
詞
）
の
調
査
で
も
、
和
句
と
漢

句
が
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
を
継
承
し
た
固
有
名
詞
を
詠
む
こ
と
を
固
守
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、
和
漢
俳
諧
に
つ
い
て
深
沢
氏
は
、
「
和
句
は
連
歌
の
、
漢
句
は
漢

詩
文
の
伝
統
的
表
現
か
ら
逃
れ
出
て
、
伝
統
の
対
立
と
い
う
和
漢
聯
句
の
意

味
合
い
は
見
る
影
も
な
く
な

っ
て
い
る
。
俗
言
と
い
う
共
通
の
素
材
が
充
実

し
、
漢
句
に
連
歌
的
な
句
も
見
ら
れ
、
和
句
漢
句
の
内
容
は
殆
ど
同
化
し
て

（
２４
）

い
る
と
言
え
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

本
論
文

に
お
け
る
和
漢
聯
句
と
和
漢
俳
諧
に
よ
ま
れ
る
素
材

（固
有
名

詞
）
の
調
査
で
は
、
俗
言
を
用
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
和
文
学
の
素
材

（特

に
人
名

・
地
名
）
を
漢
文
学
が
全
面
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

っ
て
和
句

漢
句
の
内
容
が
同
化
す
る
様
が
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
和
漢
俳
諧
が
本
朝

の
素
材
を
用
い
て
和
臭
を
強
め
て
い
く
こ
と
で
、
和
漢
聯
句
と
は
異
な
る

「俳
諧
」
と
し
て
の
独
自
性
を
確
立
し
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
和
漢
俳

諧
は
、
「唐
ご
こ
ろ
」
で
は
な
く
五
言
の

「漢
句
と
い
う
形
式
」
を
用
い
た

紛
れ
も
な
い
本
朝
の
文
芸
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。

和
漢
聯
句
が
、
和
句
と
漢
句
と
連
ね
て
い
く
と
い
う
形
態
の
文
芸
で
あ
る

以
上
、
連
衆
は
漢
句
作
者
の
み
な
ら
ず
和
句
作
者
も
そ
の
漢
籍
典
拠
を
理
解

し
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
本
論
文
に
お
い
て

『後
水
尾
院
和
漢
千
句
』
の
固

有
名
詞
に
注
目
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
必
須
の
漢
籍
に
関
す
る
教
養
、
共
通

の
漢
籍
の
知
識
の

一
端
が
窺
え
た
と
考
え
る
。
そ
れ
は
、
後
水
尾
院
を
中
心

と
し
た
堂
上
連
歌
壇
の
共
通
の
漢
籍
知
識
で
あ
る
と
同
時
に
、
彼
ら
と
和
漢

俳
諧
の
座
を
共
有
し
た
貞
門
の
俳
人
を
始
め
と
す
る
、
近
世
初
期
の
知
識
人

達
の
詩
嚢
を
も
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

一圧（１
）

「後
水
尾
院
の
連
歌
活
動
に
つ
い
て
―
江
戸
初
期
宮
廷
連
歌
の
動
向
―
」

『連
歌
研
究
の
展
開
』
金
子
金
治
郎
編
、
勉
誠
社
、　
一
九
八
五
年
八
月
）

（２
）

『隔
糞
記
』
に
よ
る
と
、
後
水
尾
院
仙
洞
で
の
和
漢
聯
句
御
会
は
、
寛
永

十
二
年
九
月
に
二
百
韻
、
十

一
月
に
三
百
韻
、
十
二
月
に
は
四
百
韻
と
漸
次

数
を
増
や
し
て
い
る
。
十

一
月
の
和
漢
二
百

・
漢
和
百
韻
は
和
漢
千
句
初
日

と
最
終
日
の
そ
れ
ぞ
れ

一
日
三
百
韻
興
行
に
備
え
た
も
の
で
あ
り
、
十
二
月

の
和
漢
三
百

・
漢
和
百
韻
は
和
漢
千
句
二
日
目
の
一
日
四
百
韻
に
備
え
た
稽

古
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（赤
松
俊
秀
編

『隔
藁
記
』
第

一
巻
、
鹿
苑

寺
、　
一
九
五
八
年
十

一
月
）

（３
）

『連
歌
総
目
録
』
（明
治
書
院
、　
一
九
九
七
年
四
月
）
に
よ
る
。

（４
）

深
沢
員
二
氏
は
、
「和
漢
聯
句
の
俳
諧
的
側
面
―

『百
物
語
』
所
引
句
を

め
ぐ
っ
て
―
」
「
連
歌
俳
諧
研
究
』
七
九
号
、　
一
九
九
〇
年
二
月
）
に

「聯



句
な
ら
び
に
和
漢
聯
句
の
漢
句
の
作
法
は
、
詞
は
旧
く
故
事
来
歴
の
あ
る
も

の
を
尊
び
、
作
意
は
新
し
く
古
人
の
句
に
拠
ら
な
い
こ
と
を
宜
じ
と
す
る
。
」

と
述
べ
る
。

（
５
）

深
沢
員
二

「寛
永
期
の
和
漢
俳
諧
」
翁
連
歌
俳
諧
研
究
』
七
〇
号
、　
一
九

八
六
年

一
月
）

（６
）

前
掲
論
文

（１
）

（７
）

当
時

の

「漢
」
的
世
界
を
象
徴
す
る
仏
鑑
禅
師
無
準
師
範
の
も
と
に

「和
」
の
学
芸
的
世
界
を
象
徴
す
る
北
野
天
神
菅
原
道
真
が

一
夜
参
問
し
た

と
す
る
和
漢
融
合
の
新
思
想
で
、
禅
僧
の
間
に
流
行
し
た
。
「
国
史
大
辞

典
』
第
十
巻
よ
り
、
吉
川
弘
文
館
、　
一
九
八
九
年
九
月
）

（８
）

漢
句
に
詠
ま
れ
た
人
名
は
日
％

（五
〇
〇
句
の
内
の
二
九
例
）
そ
の
内
人

名
を

一
字
で
表
わ
す
の
は
、
元
来

一
字
で
表
わ
さ
れ
る
尭

・
舜
を
除
い
て
、

９６
％

（二
五
例
の
内
の
二
四
例
）
で
あ
る
。

（９
）

和
句
に
詠
ま
れ
た
そ
の
他
の
地
名
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

す
ま

（須
磨
）、
嵯
峨
、
小
野
、
大
井
２

（大
井
川
１
、
大
井
の
里
１
）
、

小
倉

（小
倉
の
山
１
、
小
倉
の
里
１
）
、
吉
野
川
２
、
あ
す
か
の
川

（飛
鳥

川
）
、
葛
城
、
ふ
じ
の
た
け

（富
士
山
）
、
清
瀧
川
、
初
瀬
、
宇
治
の
山
、
鷲

の
高
嶺

（霊
鷲
山
）
、
か
た
野
の
み
の

（交
野
御
野
）
、
難
波
３

（難
波
わ
た

り
２
、
難
波
が
た
１
）
、
逢
坂
の
関
、
金
の
み
た
け

（金
峰
山
）
、
な
か
ば
し

（中
橋
）
、
大
原
の
里
、
小
塩
２

（小
塩
１
、
小
塩
山
１
）
、
生
駒
山
、
住
吉
、

こ
や

（昆
陽
）、
三
輪
の
山
、
豊
等

（豊
浦
）
、
大
江
殿
、
く
ら
ぶ
の
山

（暗

部
山
）
、
明
石
が
た

（
１０
）

宮
脇
真
彦
氏
執
筆

『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』
九
八

一
頁

「俳
諧
」
の
項

（明
治
書
院
、　
一
九
九
八
年
六
月
）

（
１１
）

深
沢
員
二
氏
に
よ
っ
て
、
押
韻
に
用
い
ら
れ
る
韻
字
を
手
が
か
り
に
し
た

和
漢
聯
句
と
和
漢
俳
諧
の
比
較
が
夙
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た

（前
掲
論
文

〈
５
と
。

（
‐２
）

榎
坂
浩
尚
氏
執
筆

「誹
諧
両
吟
集
」
の
稿

（『
俳
文
学
大
辞
典
』
角
川
書

店
、　
一
九
九
五
年
十
月
）
に
よ
る
と
、
『
俳
諧
両
吟
集
』
は
、
『後
水
尾
院
和

漢
千
句
』
成
立
よ
り
や
や
時
代
は
下
る
が
、
伝
本
も
多
く
、
詠
み
方
の
手
本

と
し
て
利
用
さ
れ
た
形
跡
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

（‐３
）

尾
形
氏

「和
漢
俳
諧
史
考
―
匂
付
成
立
素
因
に
関
す
る

一
考
察
―
」
『連

歌
俳
諧
研
究
』
二
号
、　
一
九
五
二
年
二
月
、
後
同
氏

『俳
諸
史
論
考
』
所
収
、

桜
楓
社
、　
一
九
七
七
年
十

一
月
）
、
深
沢
氏
前
掲
論
文

（
５
）

（‐４
）

＝
％

（四
三
六
句

（四
百
韻
の
追
加
二
句
を
除
く
）
の
内
、
八
例
）

（‐５
）

『小
敦
盛
』
「あ
ら
む
ざ
ん
や
な
、
生
れ
て
よ
り
し
て
こ
の
道
は
、
さ
な
き

だ
に
な
ご
り
惜
し
き
な
ら
ひ
ぞ
」
本
文
は
日
本
古
典
文
学
大
系

『御
伽
草

子
』、
岩
波
書
店
刊
）
に
よ
る
。

（‐６
）

正
保
二
年

（
一
六
四
五
）
年
成
立
、
松
江
重
頼
編

『毛
吹
草
』
巻
ニ
ノ
４２

ウ

「世
話
付
古
語
」
項
、
（加
藤
定
彦
編
、
初
印
本

『毛
吹
草
』
ゆ
ま
に
書

房
、　
一
九
七
八
年
五
月
）

（‐７
）

同
じ
く

『毛
吹
草
』
巻
ニ
ノ
４２
ウ

「世
話
付
古
語
」
項

（‐８
）

ま
た
、
８
卜
句
か
ら
８
い
句
へ
の
連
想
に
は
、
幸
若

「富
樫
」
の

「勧
学

院
の
す
ゞ
め
は
蒙
求
を
さ
え
つ
る
。
智
者
の
辺
の
わ
ら
ん
べ
は
。
な
ら
は
ぬ

経
を
よ
む
と
は
。
よ
う
こ
そ
こ
れ
は
つ
た
え
た
れ
」
（大
頭
左
兵
衛
本
）
の

影
響
も
考
慮
に
入
れ
ら
れ
よ
う
。

（‐９
）

蜂
は
、
「貶
」、
ま
た
は

「虫
偏
に
萬
」
と
も
書
か
れ
る
た
め
、
「萬
」
の

み
で

「
ハ
チ
」
と
読
ま
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（２０
）

『古
今
和
歌
集
』
巻
十
五
、
恋

ぜ
『、
在
原
業
平
朝
臣

（２‐
）

『俳
諧
両
吟
集
』
下

「洛
花
今
織
錦
」
の
巻
の
詞
書
に

「元
南
禅
寺
に
有

け
る
を
、
肥
後
の
八
代
に
年
経
て
後
…
」
と
あ
る
。

（２２
）

小
町
谷
照
彦
氏
執
筆

『
日
本
古
典
文
学
大
事
典
』

一
〇
三
頁

「歌
枕
」
の

項

（明
治
書
院
、　
一
九
九
八
年
六
月
）

（２３
）

一馴
掲
論
文

（５
）

（２４
）

前
掲
論
文

（５
）

―
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
―



【 表 一 】 固 有 名 詞 一 覧 表

地
名

名
書

名
人

そ の 他

神 祗 ・ 釈 教

論 語 。 荘 子

書
史

詩 人
（ 蒙 求 ）

（ 蒙 求 ）

（ 蒙 求 ）

（ 蒙 求 ）

蒙 求 ）

（ 蒙 求 ）

（ 蒙 求 ）
〇 ∞ ト

い 一 『
一 ∞ い

Ｎ Φ ∞
Ｏ ド ∞

一 ０ 一
∞ Φ ト

Ｆ い ０
一 ∞ ト

い ヽ ト

ｏ ｕ 一
∞ 一 ∞

０ 中 ∞ 　 ・ 　 卜 ∞ 一

※ １

馬 鬼 装 １

径 山 １

冷 斎 夜 話 １

荘 子 １

臨 済 録 １

大 蔵 経 １

恵 日 １

轟 目 日

※ ２

荘 子 １

周 公 １

孔 子 ２

許 由 １

司 馬 相 如 １

施 重 １

輿 遂 １

劉 伶 １

子 蘭 １

屈 原 １

太 真 夫 人 １

韓 信 １

彰 越 １

舜 ２

尭 ２
韓 懲 １

白 居 易 １

元 根 １

買 島 １

杜 牧 １

杜 甫 ２

陶 淵 明 ２

漢 句

０ 一 『
い ∞ ∞

※ １

※ ３

※ ２

■ ■ ■

※ ２

和 句

※ １ 半 角 数 字 は 千 句 の 通 し 番 号

※ ２ 網 掛 け は 本 朝 の 固 有 名 詞

※ ３ ↓ （ 九 ）
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【 表 二 】 『 俳 諧 両 吟 集 』 下 巻 ・ 固 有 名 詞 一 覧 表

※ 半 角 数 字 は 下 巻 所 収 句 の 通 し 番 号

※ 網 掛 け は 唐 土 の 固 有 名 詞

〓
地 　 名

書 　 名

そ の 他

釈 教

神 名

人 　 名

（ 曾 我 物 語 ）

（ 御 曹 子 島 渡 ）

（ 狭 衣 物 語 ）

（ 源 氏 物 語 ）

（ 平 家 物 語 ）

（ 平 家 物 語 ）

（ 平 家 物 語 ）

（ 謡 曲 狂 言 ）

詩 人 ・ 歌 人

∞ 『 ヽ
∞ 卜 一

∞ 卜 〓
∞ ∞ ∞

Ｎ ∞ Φ
∞ ∞ Ｈ

Ｈ ∞ 一
け ∞ い

一 『 ¨
一 ↓ 〇

一 〇 ヽ
〇 一 い

Ｎ Ｎ Ｎ
一 ∞ ト

ド い い

Ｏ ヽ い
Ｎ い ∞

卜 Ｈ Ｏ
卜 い い

∞ ０ ∞
∞ ０ い

Ｎ 〇 一

Ｎ ∞ ト
Ｎ ∞ ト

Ｎ Ｎ Ｈ

卜 Ｏ Ｎ
※

日 本 １

鳴 渡 １

自 凝 蔦 （ お の こ ろ じ ま ） １

祗 園 １

八 坂 １

冨 ± １

鬼 海 島 １

男 山 １

河 内 １

豊 （ 州 ） １

薩 摩 １

筑 紫 １

那 須 野 １

湯 山 １

中 山 １

懇 鶴 麟

勧 （ 学 院 ） １

南 殿 １

神 泉 （ 苑 ） 1

延 喜 １

時 宗 １

三 輪 神 １

鬼 王 １

牛 若 １

狭 衣 １

光 源 氏 １

俊 寛 １

敦 盛 １

熊 谷 １

花 子 １
瀕 隧 趙

漢 句

ヽ Ｈ Ｏ
∞ ¨ ト

∞ 卜 一
∞ Ｈ 一

Ｎ ∞ ∞
Ｎ Φ ∞

い い 『
Ｎ ｕ Ｏ

Ｎ 卜 Ｈ
Ｈ 『 ０

け ０ ∞
ド い 一

卜 ∞ 卜 　 ・ 　 卜 一 ヽ

ド ド ∞
い 卜 『

【 Ｈ Ｏ
〇 一 Φ

Ｏ Ｏ Ｎ
ド い い

Ｈ 〓
ω 一 輌

Ｏ Ｎ Ｎ
Ｎ 『 ¨

∞ ド 『
※

紫 野 １

つ く ば ね １

ひ え の や ま １

あ か し １

か た の １

あ ふ 坂 １

有 馬 山 １

藤 の 川 １

つ く し １

下 野 １

む さ し 野 １

飛 火 野 １

宇 治 ２

お ほ は ら １

小 塩 山 １

や ま 田 の は ら １

よ し 野 川 １

志 賀 の 唐 崎 １

奈 良 茶 １

伊 勢 暦 １

饉 闘 圏 圏 園 鰹

佐 保 姫 １

お き な ま ろ １

人 麿 １

和 句


